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１ 

流域面積 5,090km2 

幹川流路延長 約213km 

流域市町村数 10市12町15村※１，２ 

流域市町村人口 約169万人※１，２ 

下流より美和ダムを望む 

美和ダムＳ３４完成 

長野県伊那市
長谷 

長野県伊那市
高遠町 

 天竜川は、幹川流路延長約213km、流域面積
5,090km2の我が国で有数の大河川です。 

 流域市町村には、約169万人（10市12町15村）の
人々が生活しており、この地域の産業・経済・社
会・文化の発展の基盤を築いてきました。 

天竜川の流域の概要 

天竜川流域図 

 １．事業の概要 
  １）流域の概要 
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美和ダム再開発

基準地点：天竜峡

遠州灘

●

美和ダム再開発

●

美和ダム再開発

※２出典：平成２２年度 国勢調査（総務省） 

※１流域市町村：浜松市、磐田市、飯田市、伊那市、塩尻市、茅野市、岡谷市、諏訪市、新城市、駒ヶ根市、箕輪氏、下諏訪町、辰野町、森町、富士見町、南箕輪村、松川町、高森町、 
           飯島町、宮田村、川根本町、原村、阿智村、豊丘村、喬木村、設楽町、阿南町、中川村、下條村、東栄町、泰阜村、天龍村、豊根村、大鹿村、根羽村、売木村、平谷村 
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（１）事業の目的 
 

■既設美和ダムの洪水調節機能の増強を図り、天竜川上流部の洪水氾濫から人々の暮らしを守る。 
 

■美和ダム貯水池への堆砂を抑制し、ダム機能の保全を図る。 

（２）計画内容 
 

○位置（天竜川水系三峰川） ： （右岸）長野県伊那市長谷    （左岸）長野県伊那市高遠町 
 

○計画内容 
 

＜洪水調節＞ 
   戦後最大規模相当となる昭和５８年９月洪水と同規模の洪水に対して、基準地点天竜峡において、
約２００ｍ３／ｓの流量を低減させる。 
 

＜貯水池堆砂対策＞ 
   土砂バイパス施設（土砂バイパストンネル、分派堰、貯砂ダム）を整備し、貯水池への土砂流入を抑  
制するとともに、ダム地点における土砂移動の連続性を確保する。 
  また、湖内堆砂対策施設を整備し、貯水池内への堆砂を抑制するとともに、ダム地点における土砂
移動の連続性を強化する。 

 ２）事業の目的及び計画内容 
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※  洪水期の容量を記載 

美和ダム再開発前後のダムの諸元 

  
美和ダム 

（再開発前） 
美和ダム 

（再開発後） 
差分 

形   式 
重力式 

コンクリートダム 
重力式 

コンクリートダム 
－ 

堤   高 69.1m 69.1m － 

流域面積 311.1km² 311.1km² － 

総貯水容量 2,995万m³ 2,995万m³  － 

洪水調節容量 1,340万m³ 1,620万m³ 280万m³増 

利水容量※ 1,035万m³ 755万m³   280万㎥減 

〈現在の貯水池容量配分図〉 〈再開発後の貯水池容量配分図〉 

利水容量280万m3を 
洪水調節容量に振替 

美和ダム再開発のイメージ 

美和ダム再開発 

（２）計画内容 

洪水調節容量  1,340万m3 

発電容量  1,035万m3 

（かんがい     400万m3 ） 

制限水位 EL 808.0m 

堆砂位 EL 789.0m 

堆砂容量  659万m3 

常時満水位水位 EL 815.0m 

69
.1

m
 

死水容量  262万m3 

予備放流水位 EL 805.5m 
予備放流容量 302万m3 

    

美
和
ダ
ム 

最低水位 EL 796.5m 

ダム天端高 
EL 817.6m 

洪水調節容量  1,620万m3 

発電容量  755万m3 

（不特定かんがい容量400万m3 ） 

制限水位 EL 806.1m 

死水・堆砂容量 
921万m3 

常時満水位水位 EL 815.0m 

予備放流水位 EL 803.4m 
予備放流容量 302万m3 

最低水位 EL 796.5m 

ダム天端高 
EL 817.6m 

    

美
和
ダ
ム 

 ２）事業の目的及び計画内容 

利水容量の一部振替 

 （発電容量２８０万ｍ3の買取） 

堆砂掘削（２００万ｍ3） 

  （Ｈ１７完成） 

貯砂ダム 

（Ｈ１７完成） 

土砂 

バイパストンネル 

 （Ｈ１７完成） 

湖内堆砂 

    対策施設 

分派堰 

（Ｈ１７完成） 

        

  凡    例   

     洪水調節   

     貯水池堆砂対策   

        

     
     



4 

昭和34年 12月 美和ダム完成 

昭和62年 4月 美和ダム再開発の実施計画調査に着手 

平成元年 4月 三峰川総合開発事業（戸草ダムと美和ダム再開発）の建設に着手 

平成2年 8月 戸草ダムの建設及び美和ダムの建設（再開発）に関する基本計画を告示 

平成13年 2月 
美和ダム土砂バイパス施設（土砂ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙ、分派堰、貯砂ダム）の整備及び、 
堆砂掘削に着手 

平成13年 7月 工業用水※1、発電（戸草発電所）のダム使用権設定の取り下げ申請（長野県知事） 

平成17年 5月 
美和ダム土砂バイパス施設（土砂ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙ、分派堰、貯砂ダム）の完成、 
堆砂掘削の完了 

平成17年 6月 美和ダム土砂バイパス施設（土砂ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙ、分派堰、貯砂ダム）の試験運用開始 

平成19年 12月 中部地方ダム等管理ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会（土砂バイパス施設の排砂効果等の評価） 

平成20年 7月 天竜川水系河川整備基本方針を策定 

平成20年 8月 事業評価監視委員会での審議（事業継続） 

平成21年 7月 天竜川水系河川整備計画を策定 

平成21年 8月 事業評価監視委員会への河川整備計画策定を受けての報告（事業継続） 

平成24年 7月 

事業評価監視委員会での審議 

「戸草ダムと美和ダム再開発による特定多目的ダム事業である三峰川総合開発事業は、
美和ダム再開発による河川総合開発事業である三峰川総合開発事業として継続し、特
定多目的ダム事業の基本計画は廃止する。 」 

平成24年 11月 戸草ダム検証における対応方針決定（中止） 

参考：平成22～23年度 湖内堆砂対策施設実証実験（吸引工法の現地実験） 

※1 戸草ダム及び美和ダム再開発に係る工業用水 

 ３）事業の経緯 
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（平成25年3月末時点） 

 ４）事業の進捗状況 
○予算執行状況 

・Ｈ２５年度 ４．２８億円  
・Ｈ２４年度迄  約４３３億円 （進捗率約８７％）  

  美和ダム再開発は、平成元年度に建設事業に着手し、平成１７年に土砂バイパス施設（土砂バイパス
トンネル、分派堰、貯砂ダム）が完成するとともに、堆砂掘削約200万m3を完了しています。 
   引き続き、利水容量の一部振替による洪水調節機能の強化、湖内堆砂対策施設の整備を実施する予
定です。 

※用地及び補償等は、平成18年度迄に完了している。 

土砂バイパス施設
（土砂ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙ、

分派堰、貯砂ﾀﾞﾑ）

１００% （平成１７年度完了）

湖内堆砂対策施設

０%

１００% （平成１７年度完成）

利水容量の一部振替
（発電容量280万m3の買取）

０%

堆砂掘削
（約200万m3）

１００%

１００%

１００%

用地取得
（0.5ha）

家屋移転
（2戸）

付替国道・県道
（390m）

土砂バイパス施設
（土砂ﾊﾞｲﾊﾟｽﾄﾝﾈﾙ、

分派堰、貯砂ﾀﾞﾑ）

１００% （平成１７年度完了）

湖内堆砂対策施設

０%

１００% （平成１７年度完成）

利水容量の一部振替
（発電容量280万m3の買取）

０%

堆砂掘削
（約200万m3）

１００%

１００%

１００%

用地取得
（0.5ha）

家屋移転
（2戸）

付替国道・県道
（390m）

・Ｈ２４年度 ７．２７億円  

(4.6ha) 
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 ５）事業の見直し 
・湖内堆砂対策施設【これまでの経緯】 

[  美和ダム上流約4.3km付近分派堰直上流付近 ] 

集泥 

移送 
吸引 

排砂 

集積 

 湖内堆砂対策施設については、現地実証実験を踏まえて、コスト面、安全面、操作性の面などを考慮し、計画の
再検討を行った。 

計画配置図 

現計画 見直し計画 

排砂バイパストンネル 

浚渫 

輸送 

集積 

排砂 
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・美和ダム湖内堆砂対策施設設計のための検討を実施。 

当初 変更 

○平成24年度予算額 
・当初：５．０９億円 ※業務勘定除く 

(百万円） (百万円） 

工事費（３３０．０） 
上下流部対策（５０．０） 
機械設備保守点検（約６．５） 
電気通信設備保守点検※1（約４．０） 
河川点検業務（１．９） 
土砂排除工事（約２４５．０） 
諸作業等（約２２．５） 
借地料（約０．１）  

工事費（３２６．０） 

測量設計費（１２５．０） 
①湖内堆砂対策 
 湖内堆砂対策標準設計（約３０．０） 
 湖内堆砂対策詳細設計（約１５．０） 
 湖内堆砂対策測量設計（約４０．０） 
②継続調査 
 洪水ﾊﾞｲﾊﾟｽ施設ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ（約１８．０） 
 下流環境調査（約１２．５） 
 劣化診断（約１．５）  
③その他 
 技術資料作成（約６．６） 
 諸経費（約１．４） 

測量設計費（１３９．９） 

船舶及び機械器具費（４９．３） 

・機器設置、補修更新等に要する費用の精算による減額 
 

船舶及び機械器具費（４０．８） 

電気通信設備保守点検※2 （約７．５） 
水文水質観測機器設備（約４０．０） 
器具等点検補修（約０．６） 
諸経費（約１．２） 

事業車両費（５．５） 
維持保守・修理等（約５．５） 事業車両費（３．１） 

・維持保守等に要する費用の精算により減額 

▲2.4 

 ２．平成２４年度予算 
  １）実施内容 

○事業目標 

※ 1： 土砂ﾊﾞｲﾊﾟｽ施設、 

▲8.5 

※ 2： マイクロ、CCTV設備 

①湖内堆砂対策 
湖内堆砂対策標準・詳細・測量設計（０） 
湖内堆砂対策施設検討（約１０４．６） 

・土砂収支計画見直しによる要因により、標準設計等の実施を見送り、一方で新たな湖内堆砂対 
策の検討が必要となった事による増額。 

②継続調査 
 洪水バイパス施設モニタリング（約１１．８） 

 ・当初、想定していた出水回数が少なかったことにより調査実施回数が減ったため減額  
 下流環境調査（約４．５） 
 ・当初、想定していた出水回数が少なかったことにより調査実施回数が減ったため減額 
  劣化診断（０） 

・トータルコスト面の観点より精査した結果、「電気通信保守点検」により適宜、設備機器の不具合 
対応を行い延命を図ることが優位となったことによる減額 

③その他 
 施設操作検討（約１４．５） 

・試験運用の結果、モニタリングの結果を踏まえ施設の操作規則等の見直し検討が必要となった 
ことによる増額 

 技術資料作成（約３．３） ・作業量の精算による減額    諸経費（約１．２）   
  
  

上下流部対策（０） 
・土砂収支及び施設配置計画の見直しに伴い、実施を見送ったことによる減額 

機械設備保守点検（約５．６）、電気通信設備保守点検（約３．９） 
・保守点検に要する費用の精算により減額 

河川点検業務（０）  
・直営による実施として減額 

土砂排除工事（約２９５．９） 
・測量結果、土砂排除量の増工による増額。 

諸作業等（約２０．５） 借地料(約０．１) 
 
  

▲4.0 

+14.9 
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 ２）事業実施箇所 

Ｈ 21まで
Ｈ 22
Ｈ 23以降

凡　　　　　例

Ｎ

 三 峰  川 

分 派 堰 

（H17完成) 土砂バイパストンネル（H17完成) 

貯 砂 ダ ム 

（H17完成） 

三 

峰 

川 

美和ダム 

高遠ダム 

(長野県営） 

 国道152号線 

 国道153号線 

長野県伊那市 

Ｈ 22まで
Ｈ 23
Ｈ 24以降

凡　　　　　例

土砂排除 

堆砂掘削(容量回復） 

（H17完了) 

土砂排除 (約１０万m3 ) 

発電容量の買取 

湖内堆砂対策施設 

Ｈ 23まで

Ｈ 24

Ｈ 25以降

凡　　　　　例


